
平
成
二
十
八
年
三
月
十
四
日
提
出

質

問

第

一

九

〇

号

日
本
共
産
党
へ
の
ソ
連
か
ら
の
秘
密
資
金
援
助
疑
惑
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

貴

子
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日
本
共
産
党
へ
の
ソ
連
か
ら
の
秘
密
資
金
援
助
疑
惑
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一
九
九
四
年
中
央
公
論
社
発
行
「
ク
レ
ム
リ
ン
秘
密
文
書
は
語
る
」
名
越
健
郎
著
に
あ
る
、
「
第
二
章

日
本
共
産
党
の
ソ

連
資
金
疑
惑
」
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

一
九
九
一
年
八
月
三
十
日
付
で
ロ
シ
ア
政
府
公
文
書
委
員
会
に
移
管
さ
れ
、
翌
年
か
ら
部
分
的
に
公
表
が
始
ま
っ
た
ソ
連

の
旧
共
産
党
秘
密
援
助
に
関
す
る
文
書
か
ら
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
一
九
五
〇
年
、
当
時
の
ソ
連
共
産
党
中
央
委
が
中
心
と

な
り
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
ブ
カ
レ
ス
ト
に
「
左
翼
労
働
組
織
支
援
国
際
労
組
基
金
」
を
創
設
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
旨

記
述
が
あ
る
が
、
政
府
は
同
基
金
の
存
在
を
承
知
し
て
い
る
か
、
ま
た
、
設
立
の
目
的
を
把
握
さ
れ
て
い
る
か
、
説
明
を
求

め
る
。

二

以
下
、
名
越
氏
の
著
書
か
ら
引
用
す
る
。
「
ソ
連
共
産
党
の
内
部
文
書
に
は
、
『
部
内
用
』
『
秘
密
』
『
極
秘
』
『
特
別

フ
ァ
イ
ル
』
の
四
段
階
の
機
密
指
定
が
あ
り
、
『
特
別
フ
ァ
イ
ル
』
が
最
高
機
密
を
意
味
す
る
。
」
、
「
と
こ
ろ
で
、
こ
れ

ら
の
『
特
別
フ
ァ
イ
ル
』
は
日
本
共
産
党
に
も
秘
密
基
金
か
ら
資
金
が
渡
っ
て
い
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
各
年
ご
と
の

リ
ス
ト
に
よ
る
と
、
一
九
五
一
年
に
一
〇
万
ド
ル
、
五
五
年
に
二
五
万
ド
ル
、
五
八
年
に
五
万
ド
ル
、
五
九
年
に
五
万
ド

ル
、
六
一
年
に
一
〇
万
ド
ル
、
六
二
年
に
一
五
万
ド
ル
、
六
三
年
に
一
五
万
ド
ル
の
計
八
五
万
ド
ル
が
供
与
さ
れ
た
こ
と
に

一



な
る
。
当
時
の
八
五
万
ド
ル
は
、
三
十
年
後
の
貨
幣
価
値
で
は
一
〇
億
円
以
上
に
匹
敵
す
る
巨
額
の
援
助
だ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
」
。
政
府
は
、
過
去
こ
の
事
案
に
対
し
調
査
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
、
あ
る
な
ら
ば
調
査
結
果
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

三

政
治
資
金
規
正
法
第
二
十
二
条
の
五
に
お
い
て
、
何
人
も
、
外
国
人
、
外
国
法
人
、
主
た
る
構
成
員
が
外
国
人
若
し
く
は

外
国
法
人
そ
の
他
の
組
織
か
ら
の
政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
同
法
律
の
立
法
趣
旨
を

説
明
さ
れ
た
い
。

四

同
著
に
は
、
「
党
本
部
建
設
に
も
疑
惑
」
と
の
題
名
で
、
東
京
・
代
々
木
の
日
本
共
産
党
本
部
建
設
に
際
し
て
も
、
当
時

日
本
共
産
党
は
ソ
連
へ
援
助
の
要
請
を
し
、
ま
た
、
実
際
に
援
助
さ
れ
た
疑
惑
が
あ
る
旨
記
述
が
あ
る
。
一
般
論
と
し
て
、

日
本
国
に
お
い
て
日
本
の
政
党
が
外
国
政
府
か
ら
、
政
党
の
建
物
建
設
費
用
を
援
助
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を

求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

二


